〔テストタイトル〕

試験日　　/　　/　　　クラス　　　　　　番号　　　　　氏名　　　　　　　　　　　
得点　　　　

【１】<E076C21> 2004 関西大学 2/2,Ａ日程,本学･地方 工学部 

　次の文の　　　，表１の(　　　)および{　　　}に入れるのに最も適当なものを，それぞれａ　群，(ｂ　群)おび{ｃ　群}から選び，その記号をマークしなさい。ただし，　　　および{　　　}には同じ記号を繰り返し用いてもよい。{　(6)　}と{　(7)　}に関しては解答の順序は問わない。また，[　(13)　]，[　(14)　]には化学式を，[　(16)　]には例にならい反応式を，それぞれ解答欄に記入しなさい。さらに，[　(17)　]に入れる数値は小数点以下２EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 10(ケタ),桁)まで求め，解答欄に記入しなさい。

　気体Ａ，Ｂ，ＣおよびＤの性質と実験室での製法(装置，試薬，乾燥剤)を表１にまとめた。また，用いる発生装置を図１に示す。

	表　１　気体Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの性質および製法

	気　体
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	色
	無　色
	無　色
	黄緑色
	無　色

	におい
	刺激臭
	無　臭
	刺激臭
	腐卵臭

	性　質
	塩化水素に触れると，白煙が生じる。
	石灰水に通すと白濁し，さらに十分に通すと白濁が消える。
	水に溶けて酸性を示し，酸化力をもつ。
	二酸化硫黄の水溶液に通すと，白濁する。

	発生装置
	装置３
	装置１
	装置２
	装置１

	試薬１
	(　(1)　)
	塩　酸
	塩　酸
	希硫酸

	試薬２
	
	(　(2)　)
	(　(3)　)
	(　(4)　)

	乾燥剤
	{　(5)　}
	{　(6)　} または {　(7)　}
	{　(8)　}
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(ⅰ)　

　気体Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは，それぞれ　(9)　，　(10)　，　(11)　，　(12)　である。

(ⅱ)　

　表１で気体Ｂの「性質」欄に示した下線部の反応は①式で表される。

Ｂ ＋ [　(13)　] ＋ H2O 
eq \S\up0()
 [　(14)　]
①

(ⅲ)　

　気体Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの中で，酸化還元反応により発生する気体は　(15)　である。

(ⅳ)　

　気体Ｄを水に通じてＤ水溶液をつくり，その濃度を次の実験から求めた。まず，10mlのＤ水溶液に0.10mol/lのヨウ素溶液10mlを加えた。このときＤとヨウ素の反応は②式で表される。

Ｄ ＋ I2 
eq \S\up0()
 [　　　(16)　　　]
②

　この混合水溶液中の未反応のヨウ素を，デンプン溶液を指示薬として0.10mol/l Na2S2O3溶液で滴定すると，4.0mlを要した。したがって，求めるＤの濃度は[　(17)　]mol/lである。なお，I2とNa2S2O3との反応は③式で表される。

I2 ＋ 2S2O32－ 
eq \S\up0()
 2I－ ＋ S4O62－
③

 ａ　群 
(ｱ)　H2
(ｲ)　HCl
(ｳ)　H2S
(ｴ)　O2
(ｵ)　CO
(ｶ)　CO2
(ｷ)　NH3
(ｸ)　NO2
(ｹ)　Cl2
(ｺ)　SO2
(ｂ　群)

(ｱ)　銅
(ｲ)　亜　鉛

(ｳ)　硫化鉄(Ⅱ)
(ｴ)　酸化マンガン(Ⅳ)
(ｵ)　水酸化カルシウム
(ｶ)　炭酸カルシウム

(ｷ)　塩化ナトリウム
(ｸ)　塩化アンモニウム

(ｹ)　亜硫酸ナトリウム

{ｃ　群}

(ｱ)　濃硫酸
(ｲ)　ソーダ石灰
(ｳ)　塩化カルシウム

【２】<E738C24> 2004 金沢大学 2/25,前期日程,本学 理学部(数学科/化学科/生物学科/地球学科),薬学部,工学部(土木建設工学科/物質化学工学科) 

　必要があれば，次の原子量および定数の値を使うこと。


H　1.0
O　16.0
気体定数　0.082atm･l/(Ｋ･mol)

　次の文章を読み，以下の(1)～(4)の問いに答えよ。

　デンプンは多数の　ア　(図１)が，セルロースは多数の　イ　が脱水縮合し，　ウ　結合によりつながったものである。水溶液中のグルコースの一部は　エ　をとり，これを中間体として　ア　・　エ　・　イ　が一定の割合で平衡状態にある。また，　エ　に存在する　オ　基のためにグルコースの水溶液にフェーリング液を加えて加熱すると，(a)赤色沈殿が生じる。デンプンの水溶液はグルコースと異なりフェーリング液を還元しないが，　カ　溶液を加えると紫色を示す。デンプンとは異なり，セルロースは水やその他の溶媒に溶けにくく，　カ　デンプン反応を示さない。セルロースを　キ　試薬に溶かし，細い穴から希硫酸中に押し出して繊維状にしたものが銅アンモニアレーヨン(キュプラ)である。

　絹糸はタンパク質の一種で，多数のアミノ酸が　ク　結合してできたものである。この絹糸によく似た合成繊維がナイロンである。(b)6,6-ナイロンはアジピン酸とヘキサメチレンジアミンを　ケ　重合させたもので多数の　コ　結合を持つ。

　一方，スチレンとp-ジビニルベンゼンを　サ　重合させると　シ　をもつ合成樹脂が得られ，それを濃硫酸で　ス　化させると　セ　イオン交換樹脂が得られる。

図１　
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(1)　文中の　ア　～　セ　に入れる語句として最も適当なものを次の語群から一つずつ選び記号で記せ。

(あ)　フルクトース
(い)　ガラクトース

(う)　( -グルコース
(え)　( -グルコース

(お)　エステル
(か)　アミド

(き)　ペプチド
(く)　グルコシド

(け)　鎖状構造
(こ)　網目状構造

(さ)　環状構造
(し)　ヒドロキシル

(す)　アルデヒド
(せ)　カルボキシル

(そ)　ケトン
(た)　スルホン

(ち)　シュバイツァー
(つ)　ヨウ素

(て)　ニンヒドリン
(と)　開　環

(な)　付　加
(に)　縮　合

(ぬ)　陰
(ね)　陽

(2)　図１の構造式にならって　イ　と　エ　の構造式を記せ。

(3)　下線部(a)の赤色沈殿を化学式で記せ。

(4)　下線部(b)で6,6-ナイロンが合成される化学反応式を構造式を用いて記せ。

なお，6,6-ナイロンの構造式は次の図の例にならって記せ。
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【３】<E247C11> 2004 中央大学 2/14,本学 理工学部(数学科/電気電子情報通信工学科/応用化学科/経営システム工学科) 

　気体はすべて理想気体とする。必要な場合は次の値を用いなさい。

　原子量：H＝1.0　C＝12.0　N＝14.0　O＝16.0　Na＝23.0　K＝39.0　Mn＝55.0
　気体定数＝0.082l･atm/(mol･Ｋ)

　ファラデー定数＝9.65×104Ｃ/mol
　以下の問(1)～(10)の解答は，それぞれの解答群のどれに該当するか。番号①から⑧の中から１つ選んでマークしなさい。

(1)　理想気体に関する次の記述で，括弧(かっこ)に当てはまる語句として正しい組み合わせはどれか。解答群の中から１つ選びなさい。

　「理想気体は，分子間力と分子自身の体積がない仮想的な気体であり，気体の状態方程式に厳密に従う。実在の気体は，(　ａ　)温，(　ｂ　)圧では状態方程式に従わないが，(　ｃ　)温になると運動エネルギーの大きな分子の割合が増して分子間力の影響が小さくなり，理想気体に近づく。また，(　ｄ　)圧では一定体積の気体に含まれる分子数が(　ｅ　)ので分子自身の体積の影響が小さくなり，理想気体に近づく。」

[解答群]　

	
	ａ
	ｂ
	ｃ
	ｄ
	ｅ

	①
	高
	高
	低
	低
	少ない

	②
	高
	低
	低
	高
	少ない

	③
	低
	高
	高
	低
	少ない

	④
	低
	低
	高
	高
	少ない

	⑤
	高
	高
	低
	低
	多い

	⑥
	高
	低
	低
	高
	多い

	⑦
	低
	高
	高
	低
	多い

	⑧
	低
	低
	高
	高
	多い


(2)　一定体積の容器にａ[mol]の水素とａ[mol]のヨウ素を入れて一定温度に保ち，

H2 ＋ I2 
eq \S\up-3()
 2HI
の反応が平衡に達したとき，ヨウ化水素が2ｘ[mol]生成した。この反応の平衡定数をKとおくとき，ｘをａとKで表すとどのようになるか。解答群の中から１つ選びなさい。

[解答群]　

①　
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(3)　次の(a)～(f)の反応のうち，付加反応のみを含む組み合わせはどれか。解答群から１つ選びなさい。

(a)　フェノールに臭素を作用させ，2,4,6－トリブロモフェノールをつくる。

(b)　ブタジエンに触媒をもちいて水素を作用させ，ブタンをつくる。

(c)　エタンと塩素を混合し，光をあててクロロエタンをつくる。

(d)　鉄を触媒としてベンゼンに塩素を反応させ，クロロベンゼンをつくる。

(e)　ベンゼンに濃硫酸を加えて加熱し，ベンゼンスルホン酸をつくる。

(f)　触媒を用い，アセチレンに酢酸を反応させて酢酸ビニルをつくる。

[解答群]　

①　(a)と(b)
②　(a)と(d)
③　(a)と(f)
④　(b)と(e)
⑤　(b)と(f)
⑥　(c)と(e)
⑦　(d)と(f)
⑧　(e)と(f)
(4)　質量パーセント濃度が2.00％の水酸化ナトリウム水溶液20.0mlを中和するのに必要な0.100mol/lの希硫酸は何mlか。解答群の中から１つ選びなさい。ただし，2.00％の水酸化ナトリウム水溶液の密度は1.02g/mlとする。

[解答群]　

①　25
②　26
③　49
④　51
⑤　98
⑥　102
⑦　196
⑧　204
(5)　Ag＋，Cu2＋，Zn2＋の３種の金属イオンを含む混合水溶液がある。この溶液から各イオンを沈殿として分離するためには次の操作をどのような順序で行えばよいか。正しい組み合わせを解答群の中から１つ選びなさい。

(a)　水酸化ナトリウム水溶液を沈殿が生ずるまで注意深く加え，ろ別する。

(b)　希塩酸を沈殿が生ずるまで注意深く加え，ろ別する。

(c)　希硫酸を沈殿が生ずるまで注意深く加え，ろ別する。

(d)　硫化水素を沈殿が生ずるまで吹き込み，ろ別する。

[解答群]　

①　(a) → (b) → (d)
②　(a) → (d) → (b)
③　(b) → (c) → (d)
④　(b) → (d) → (a)
⑤　(c) → (a) → (d)
⑥　(c) → (d) → (a)
⑦　(d) → (a) → (b)
⑧　(d) → (b) → (c)
(6)　０℃，１気圧で，11.2lの体積を示すメタンが容器に入っている。これを完全燃焼させた場合，何kＪの熱が発生するか。解答群の中から１つ選びなさい。ただし，メタン，二酸化炭素および水(液体)の生成熱はそれぞれ74kＪ/mol，394kＪ/molおよび286kＪ/molとする。

[解答群]　

①　126
②　312
③　446
④　500
⑤　612
⑥　700
⑦　1000
⑧　1512
(7)　次の(a)～(f)の記述のうち誤っているものだけを含む組み合わせはどれか。解答群から１つ選びなさい。

(a)　分子式C3H6Oの化合物の異性体にはヨードホルム反応を示すものがある。

(b)　分子式C3H6Oの化合物の異性体には銀鏡反応を示す化合物がある。

(c)　分子式C3H6Oの化合物の異性体には３種類の安定なアルコールがある。

(d)　C4H9Oの分子式を持つ安定な化合物は存在しない。

(e)　トルエンの水素一原子を塩素一原子で置換した化合物には４種類の異性体が存在する。

(f)　C3H6Cl2には光学異性体を区別して数えると４種類の異性体がある。

[解答群]　

①　(a)と(b)
②　(a)と(d)
③　(a)と(f)
④　(b)と(e)
⑤　(b)と(f)
⑥　(c)と(e)
⑦　(c)と(f)
⑧　(e)と(f)
(8)　次の記述(a)～(f)の反応のうち，下線の物質がいずれも還元を受けている組み合わせはどれか。解答群から１つ選びなさい。

(a)　グルコースをフェーリング溶液と反応させて，赤色の酸化銅(Ⅰ)Cu2Oを析出させる。

(b)　2－プロパノールを二クロム酸ナトリウムの硫酸酸性水溶液と反応させて，アセトンをつくる。

(c)　イソプレンに触媒を用いて水素を作用させて，2－メチルブタンをつくる。

(d)　ホルムアルデヒドをアンモニア性硝酸銀水溶液と反応させて，銀鏡反応をおこなう。

(e)　サリチル酸に水酸化ナトリウムを作用させて，サリチル酸ナトリウムをつくる。

(f)　メタノールの蒸気を赤熱した銅線に触れさせて，ホルムアルデヒドをつくる。

[解答群]　

①　(a)と(b)
②　(a)と(d)
③　(a)と(f)
④　(b)と(d)
⑤　(b)と(f)
⑥　(c)と(e)
⑦　(d)と(f)
⑧　(e)と(f)
(9)　体積可変の容器に二酸化炭素11.0g，窒素28.0gおよび酸素32.0gを入れ，全体の温度を０℃に保ち全圧を１気圧にした。この混合気体の密度[g/l]はいくらか。解答群の中から１つ選びなさい。

[解答群]　

①　0.6
②　1.0
③　1.4
④　2.2
⑤　3.6
⑥　4.8
⑦　5.3
⑧　6.3
(10)　ａ[mol]の気体Ｘとｂ[mol]の気体Ｙが反応して，ｃ[mol]の気体Ｚを生成するときの熱化学方程式は，反応熱をQ[kＪ]として次のように表される。

ａＸ(気体)＋ｂＹ(気体)＝ｃＺ(気体)＋Q[kＪ]
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　一定温度(Ｔ1，Ｔ2；Ｔ1＞Ｔ2)の条件下において，Ｘ，ＹおよびＺの混合気体が平衡状態にあるとき，混合気体の圧力[atm]とＺの体積パーセント[％]の関係は，図１から図３のようであった。このとき前図のそれぞれに該当する反応熱Ｑの符号と，左辺の係数の和ａ＋ｂと右辺の係数ｃの大小関係を正しく表しているものはどれか。解答群の中から１つ選びなさい。

[解答群]　

	
	図１
	図２
	図３

	①
	Q＜０，ａ＋ｂ＞ｃ
	Q＞０，ａ＋ｂ＝ｃ
	Q＞０，ａ＋ｂ＞ｃ

	②
	Q＜０，ａ＋ｂ＞ｃ
	Q＞０，ａ＋ｂ＝ｃ
	Q＞０，ａ＋ｂ＜ｃ

	③
	Q＜０，ａ＋ｂ＜ｃ
	Q＞０，ａ＋ｂ＝ｃ
	Q＞０，ａ＋ｂ＞ｃ

	④
	Q＜０，ａ＋ｂ＜ｃ
	Q＞０，ａ＋ｂ＝ｃ
	Q＞０，ａ＋ｂ＜ｃ

	⑤
	Q＞０，ａ＋ｂ＞ｃ
	Q＜０，ａ＋ｂ＝ｃ
	Q＜０，ａ＋ｂ＞ｃ

	⑥
	Q＞０，ａ＋ｂ＞ｃ
	Q＜０，ａ＋ｂ＝ｃ
	Q＜０，ａ＋ｂ＜ｃ

	⑦
	Q＞０，ａ＋ｂ＜ｃ
	Q＜０，ａ＋ｂ＝ｃ
	Q＜０，ａ＋ｂ＞ｃ

	⑧
	Q＞０，ａ＋ｂ＜ｃ
	Q＜０，ａ＋ｂ＝ｃ
	Q＜０，ａ＋ｂ＜ｃ
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